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私の方からは、経済学図書館の概要をお話
しします。東京大学の場合は、中央に総合図
書館があり、その他に学部や研究所といった、
いわゆる部局にも図書館や図書室があるとい
った体制で運営されています。東京大学経済
学図書館は、そのうち経済学研究科に附属し
ている図書館ということになります。 
部局によって図書館の規模は様々ですが、
経済学図書館は、人文・社会系の部局では、
最も大きな規模を持つ図書館のひとつで、現
在の蔵書数は約 80 万冊です。東京大学の中の
経済学関係、社会科学分野の書籍の中心部分
はここにあるといっても過言ではありません。
経済学図書館の歴史は古く、大正 8（1919）
年に経済学部が法学部から独立した時に始ま
るとされています。ただし厳密に言えば、そ
の前身として、東京帝国大学法科大学の中に
あった経済統計研究室、さらには商業資料文
庫という組織があり、これらの蔵書を基に経
済学部の図書館として出発し、資料や文献の
収集を続け現在に至っています。この長い歴
史の中で収集された資料・文献の中には、以
下にお話しするような、様々な貴重書が含ま
れています。 
さて、蔵書の中でも最も貴重なものは、ア
ダム・スミス文庫といわれる一群で、これが
今回公開した「西洋古典籍デジタルアーカイ
ブ」の中心になります。アダム・スミス文庫
は、新渡戸稲造教授が購入したもので、経済
学部独立の折に寄贈を受けたものです。この
ほかにもエンゲル文庫という資料群があり、
こちらは統計学の高野岩三郎教授が留学中に
古書店で見つけて本学総長と交渉して購入し
たものです。このように、特に戦前期にヨー
ロッパに留学をした経験があるような教員が
購入した資料などが、本館貴重図書の中核と
なり、これを土台として蔵書を充実させてき
ました。戦後になると、出版された書籍だけ
ではなくてもう少し広く、企業や団体、個人
が所有していた、経済学さらには社会経済全
般に関わる一次資料の収集にも積極的に取り
組むようになり、現在ではこれらも膨大なコ
レクションを形成しています。 
特に大きなコレクションの一つに山一證券
資料があり、これは山一證券の経営や社史編
纂に関する資料からなる一群で、山一證券の
倒産後に寄贈を受け、それを整理し公開して
いるものです。 
それから、やはり大部なコレクションとし
て横浜正金銀行資料があります。横浜正金銀
行は戦前における我が国最大の外国為替銀行
で、戦後は東京銀行、そして今の三菱東京 UFJ
銀行に繋がります。この横浜正金銀行時代の
経営関係資料一式が揃っています。 
また、初代経団連会長の石川一郎氏の残し
た文書群などもあります。こういった経済学
あるいは企業経営や政策決定に関わるような
一次資料については、最近のものも含めてか
なり力を入れて収集しています。 
以上のような収集・整理活動に加えて、資
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料の保存と公開についても様々な取り組みを
行っているところです。その一つにデジタル
アーカイブの強化が挙げられ、今回の「西洋
古典籍デジタルアーカイブ」も、この資料の
保存・公開活動の一環と考えていただければ
結構かと思います。 
保存と公開の問題は表裏一体で、両者の折
り合いをどのようにつけるかは難しいところ
です。特に年代が経っている資料の場合、閲
覧すればするほど破損が広がるものもあり、
閲覧と破損は裏腹な関係にあるわけです。し
かし逆に保存を優先すれば、自由な閲覧を制
限せざるを得ません。そこで、貴重図書や一
次資料について最近は、できる限りデジタル
化して、その画像により公開するという方針
で臨んでいます。かつデジタルデータへのア
クセスがなるべくオープンになるように、デ
ジタルアーカイブ機能を強化するという方向
で取り組んでいます。 
このたび公開した「西洋古典籍デジタルア
ーカイブ」以外にも、これまでに土屋家旧蔵
文書に代表されるような江戸時代以降の商家
や庄屋などの資料、営業報告書や有価証券報
告書といった現在の企業経営に関する資料を
公開してきました。また、当館には日本銀行
の貨幣博物館と並ぶと評価される貨幣・紙幣
のコレクションがありますが、これについて
もかなりの部分をデジタルアーカイブとして
公開しています。 
当館には経済学部資料室という部署があり、
貴重な資料の収集、整理、調査、研究、公開、
さらには技術面も含めて、資料保存全般に関
わるマネジメントを担当しています。このよ
うに経済学図書館では、資料の収集だけでは
なく、その保存・公開に関わる部分を強化し
ているところです。このたび始動した「西洋
古典籍デジタルアーカイブ」も、これら諸活
動の延長線上にあるものです。 
 
【註】本稿で言及した各種コレクションとそのデ
ジタルアーカイブについては、東京大学経済学図
書館 Web サイト中の以下ページを参照してくだ
さい。 
http://www.lib.e.u-tokyo.ac.jp/?page_id=475 
 
 
（たにもと まさゆき：東京大学大学院経済学
研究科教授・東京大学経済学図書館長）
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